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　空中写真の撮影は，飛行機の実用化と共に次第に発達して来た。土地調査と結びついて，現在日

本では，「国土地理院が主に平地を林野庁が主に山地を受け持って，4～5年周期に全国土をカヴ

ァーする写真の撮影が行われている。このため写真資料が増大し・写真地質学・地形学・林業関

係，土木工学，』災害の実態調査や洪水予察，都市及び交通計画・土地利用調査等に論ける写真の判

・読利用も，ようやく盛んになって来だ。筆者は，空中写真の地理学への利用方法を考究する目的で・

上述の分野に比較して未だ利用の進んでいない入文地理学《の空中写真利用の可能姓を吟味するこ

とにした。ここでは，過去半年聞折にふれで読んだ論文のうちから，興味深喚ものを項目別にい

くつか紹介してみたい。

§1　写真の縮尺

入文地理学的判読には，かなの大縮尺写真を用いるのが適当である。即ち，ハウスタイプ，農作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物，工場などの建造物の機能等特に細かい地物に関して調べる場合㌍は多くの例からみて・．50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ　
00～6000分の1の大縮尺写真が望ましぐ，他のr般的な判読の場合には10，000～20・000

分の1の縮尺を必要とするように考えられる。写真の細部を拡大して詳細な判読を行なう為に・載

物台1を写真用に改造した双眼実体顕微鏡を用熔て原画を数10倍ド拡大して見ることが出来るが・

この場合も40，000分の1程度の中縮尺写真では，拡大した際，粒子に分解されてしまうので・5

～6倍位までの拡大が望ましく，従って少旨くとも20，000分の1程度の縮尺の写真が必要と思わ

れる。但し，写真縮尺は，一枚の写真の中で部分により区々である。山地地域のように起

伏が大毒い場合には，違いが著しい。これは地上写真で・手前の被写体の方が後方のものにく．らべ

て大き．く写るのと同じ原理で，地形図の場合¢1正射投影とは異なる中心投影によつていることのた

＊Goodma込，MS．は農作物識別に5，500分の毛を用いている。　American　Soci’ety
　　o壬　photogヤammetry：　「〕M：anual　of　Photog：raphic　Interpretati－
　　on」1960　PP77ろ～4に澄いては10，000分の1以上が適当としている。

＊＊上掲rM・nual。f　Ph・t・9・・phi・inもerpr・t・ti・n」PP・775～775

　W・k・r：ぬ・・graphy　f・・甲th・Ai・」1955・
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め，である。現在は，国土地理院が国土基本図測量用に撮影している｛0，000～20，GOO分の1の写

真が手に入りやすく，この目的の為に：は都合が良い。また，東京など大都市周辺に関して都市化な

どによる土地利用の変化を調べる場合などは，米軍が主，に平地及び鉄道線沿いに1946～1948年

に撮影したり0，000分の1の写真が20年前の状態を知るのに有用である。

　現在の撮影計画は，上述のように国土地理院の場合をはじめ，会社や県などの団体が撮影するも

のも測量・設計用などが主で，判読用に撮影されたものはほとんど無い。写真撮影の：コストは個入

的な研究費の枠をはるかに越える程高いので，判読の点からは極めて不満足の状態にある。理想的

には，判読6為の撮影が成されなげればならない。人文地理学的判読には勿論，同様である。

　　　　§2　農業土地利用の判読

　この例として，デトロイト大学地理学科主任のMS・Goodmanによる農作物言忌の為の判読
　　　　　ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

要素の研究及びそれに基づいた農業型識別の判読要素の研究が興味深い。

農働漏する研究では二品イリ川1寸北諏酬マイル，長さ暢マイ・レの融繊を

とり，1950年5月・28日｛40月19日の間に9回・黒白・カラー両フイルムで撮影し・詳細

な研究用にサンプルフィールドを1↑6ケ所選び，営農方法．自然条件については判読及び聞き

込みによる調査方法をとりている。

　その研究結果によると，農作物の種類は次の判読要素により識別することが可能である。

課．各農作物独特の色調　　たとえば，アルファルファの密生している畑はほとんど黒く，．実らた

　小麦畑はほとんど白く写る。調査地域で7月20日頃撮影した写真上では，大麦・オート麦・冬

　小麦の畑を区別する場合，最：も黒いの歩オート麦で，最：も白い色調をもつのが冬小麦である。

2．肌面（きめ）たとえば一麦畑の”線状“又は”格子状〃のきめ，とうもろこし畑の”コーデ

　哉ロイ状〃のきめ，それぞれの作物の刈り跡（swaもh　mark）等，’これはつみのつぐるパタン

　である。

5　農作物た関連してみられる地物　，たとえば，麦・とう’もろこしを積み上げた堆（shoc：k

　及び6ta’ek），牛・納屋に続いている小道等。

’＊Goodman，M。S．：ATechniqhe　for　the　lden七ification　of：Far皿
　　C・・P…　Aeri・1　Ph・t・9・aph・pHOTOβRA㎜TRIC　ENGINEERING
　　瓢ar冒　1959伽

・＊Gq。dm・纂，M・S・：Cr五靱i・f・・th・ld・ntifi・ati・n・f　Typ…　f
　　：Farming　on　Aerial　Photographs　　PHOTOGBAMMETRIC　ENGINEER－
　　ING．　NOv．1964
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農業型に関して・イリノイ州北部，ミシガン州南部に調査地域をとり，①農場形熊，②農作物及び

それに関連する地物・③とうもろこしと干草の利用の仕方の5つの判読要素の組み合わせを示準に

して・酪農業・養豚業，豚と肉牛の飼脅業，換金作物農業め4つの農業型を空中写真の上から識別

している。1例を挙げると，寄棟又は方形屋根，或いはゴジック・アーチ型屋根をもつ大きな納屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
サイロ・ミルクハウスがあって・6月下旬～7月上旬に揖影された空中写真に凄いて牧草畑附近に・

細長い刈り跡があったり・k，ilIing　frost以前（9月半ば～噸0．月半ば）に撮られた写真．上

に弛いて・とうもろこし畑附近に細長い刈り跡があれば，酪農業であることを示す。但し，との示

準は，イηノイ州北部，ミシガン州南部及び五大湖低地に誇いて適用し得るものであり，他地域で

同様に農業型を識回しようとする場合には，その地域に適した示準を予め設定せねば壕らない。以

上のよう左農業型農作物を識別する細かい判読例は，日本では未だ見ることが出来ない。

§3　考古学的発見

写真判読は，先史・歴卑。集落地理学に関して大遂奉役割を果たす。地下に埋没した遺跡や以前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ
の耕作跡などが，写真上に特異な図形的特徴をもつ像として表われ，その直線形などの特徴が入工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　物の存在していたことを暗示する。その特徴的な像としては，次のものが挙げられる。

1・シャドウマーク・・・…地表，面に微起伏がある場合，長い影の出来る朝か夕方に撮影すると，遺．

赫などの影の形が写真上に表われる。

2・ブラントマーク・・・…遺跡を埋めている土壌の厚さ，ひいては含水量の差がその部分の植生の

生長に影響を一与え，その生長の差が写真上に表われる。たとえばbまわりより丈が高く密生した

植生のある所は下層に濠などの凹地がある。逆に，貧弱な植生の所は下層に楚石や土塁などの障

害物があることを表わす。

5　ソイルマーク∴・・∵遺跡を埋めている土壊の含水量の違いが土壌色の差として写真上に表われ

る。一度掘力起こされた土地は，自然状態が破壊されて，周囲とは土壌水分・三下率の差異を生

ずる。これが，ソイルマークを生ずる原因である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4その他のマーク・・・…主に気象学的原因によるものであるが，上の5つに比較して，まれであ

　り短期間に見られる。

α）ダンプマークー以前の畑の溝がチョーク質の下層土で埋められている場合，乾燥期に旧い

＊Ameri・・n　S・ci・ty・fρh・t・9・amm・try：晦n・a1。f　Ph・t・9オ・phi・

Interpretatio可1960．、
．W3ker：「Geography　from　the　Air」㌔礎955．
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　　て周囲の土壌よりは長い間水分を保持する。この水分の量差が写真上に表われるもので，ソイ

　　ルマークの一種といえるが，これは大雨などによりすぐ消えてしまう程度のものである。

　く2）パーーチマーク一十魅または長期の乾燥により，最初に被害を受けるのは生育条件の悪い部

　　分，たとえば道路や飾石等が埋められている部分の植生である。このような時期に撮影された

　　写真上にゑいて，まわ珍に比し，枯れた植生によりつぐられるパターンで，プラントマークの

　　一種といえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　（31スノウマーク及びフロストマークー僅かな起伏のある地表・一面に霜が生じ，又は雪が薄ぐ

　　澄於つた場合にみられる。微起伏が，雪や霜の多少により強調され，遺跡などの形を表わす。

　図1は，茨城県玉造町附近を撮影した空中写真上で偶然に発見された中世の居館跡であるが・日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ
本で発見されたソイルマークの好例であろう。2本の濃淡の線が，二重に正方形をつくっているが，

麺は平坦で，その附近滞その動形の形とは網野な土地割をもつ耕蝉騒され・この拗

の雛都全く鮒かな加たと言われる．図2は冷細一ユーメ杓コ州モラ駆のインデ・

アン嗣する前進基地であったフ勲．ユニオンを示すソイルークで鑑この繊は瀕で

あり，駿上では，勤の色調よ狛嚇ではっきりとこの形が劾れかる・この場合も地表

はほとんど平坦である。

趾のような警手揃とした考古学理解判読は，欧米では既に働用いられている力縄

真判読の普及につれ，日本でもいろいろな削回の発見がなされることであろう。

。婚窯艦r鷺糠雛m羅署＆8識1士1描ret・ti・煽
　　望960．　New　York
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　　　　§4　土地利用変化の判読と統計的処理

　空中写真の記録性のすぐれた点を利用して同州地域を，何年か間隔を憎いて撮影した写真を比較

ナることにより・その土地の変化を知ることが出来る◎特に畑地や林地から宅：地・工場用地へあ転

換が急速で著しい都市周辺の土地利用変化の調査に診いては，他の調査方法よりもはるかに早く，

正確に，綾た三三的に把握するこどが出来る。ここで，合衆国ジョーージア大学のGene　Avery

　　　　
の研究を紹介しよう。

　この研究は，1944年と1960年に撮影されたパンクロ写真を用い，その16年間のジョー

ジア州クラーク地区k埋ける土地利用の変化を統計的にとらえることを目的としている。土地利用

種は，耕地・松林地・硬木林地・都市域・非利用地・水面の6つに分類する。研究結果によると，

この地区は1944～60年の16年間に，．耕地が1ξ600エーカー減少し，他の5項昌の土地利

用は増大している。中でも三布域及び松林地の増大が著しい。これは過去20年簡に州立ジョージ

ア大学がこの地区に建てられると共に：地方の商業中心地に左って来た為，かつての林地，綿花畑が

住宅地に変わり，，農業従事者が半数近くに減り，農家は当地区の都布域の，戦後の工場勤務兼業農

家となった。この地区の農業形態は綿花栽培中心から家禽・家畜の飼育，木材生産中心へと変化し

て，耕地が林地に転換したことを示している。ところで，この研究では統計的処理を直接写真上で

・行うため，ドット・メソッドを用いた点に注目したい。まず，写真上で土地利用を翻読区分し，次

に・写真上にド・ト・ハ，・陸か叫各回鱈捕種のド・’トを数える・この場合には1っの列

ッドは1平方インチで56のドットをもつ。従って，それぞれのドットは2αGOO分の1の縮尺で

約4エーカーを表わす。それから次の式により土地利用面積を算出し，その上で二つの時期の数値

を比較する。

　　　　　　　　　　　　　　各土地利用のドット数．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×地区の潭積　　　　　各土地利用面積＝
　　　　　　　　　　　　　　　　ドットの総数

　都市化地域などの急速な変化の調査にこの方法は大変有用であると思う。

　　　　§5　築落地理学

　F．Waker：，「Geography　from　the　Air」1955・の中から集落立地に関する判読

卿を1つ挙げてみよう。イギリスLinc61nshireのAncholme河谷の東縁沿いに線状に

＊Dr。Avery，G。　lMeasuring　Land　Use　Changes
　PHOτOG：RAMMETR王、C　ENGINEERING、July，1965・
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位置しているG珍sbめOwmby・Searわy　のいわゆる“bジl　settlementと呼ばれる

5集落に関する判読例である。それぞれの名前はデーン入が．Ancholme川に沿ってこの地域に

入って来たのと関連し，Grasbyは”石の多い場所〃の意味を竜ち，後2つはスカンディナビア

系の人名である。この地域は，チョークの台地がその南西にある粘土及び河成堆積地と約150那

の比高を成して接して居り・その区別は写真色調の差となって表われ，チ・一クの台地上は耕地に

南西の転地は草地に利用され，その境は湧水帯となっている。．集落は農業経営の面で，両方の土地

を利用出来る利点と水を得られることから，この湧水帯に，又は，そのすぐ下方に立地している。

チ。一クの台地上の辺縁に沿い，古ぐからの道路があるが，集落はその道路に関しては立地せず，

その下方のチョークの崖の麓に位置している。これは，このAncholme河谷地域に一般的にみ

られる現象で，集落の起源に原因があり，・すなわち，デーン人が道路に沿ってよりもむしろ谷沿い

に移動して来た為として尽る。

　　　　　　ほ　この例に細いては，空中写真を単に集落形態の分析，土地利用状況，或いは地質地形の判読のみ

に用いているのではない。空中写真には，入工的地物のほとんどが何らかの形で記録される。それ

と同時に自然環境もまた記録される。従って，写真判読により自然環境即ち，地形面，地形的位置

水文環：境；さ地質，土壌等と，入間活動との聞にある屈互関係を明瞭に評価し，研究することが出来

る。

　今迄述べてきた，農i業土地利用，先史・歴」却．集落地理など，各分野又は項目毎の判読も目的に

よって：重要であるが，自然環境と人間活動とを同時に総合的に判読出来ることが，入文地理学に慶

ける写真判読利用のすぐれた点であり，またその意味で利用するのが，最：良の方法であると思われ

る・　’　　　．一　　・　　　　　一，　，

　な澄，この論文の内容については，修論セミナη一で報告し，松井教授，式助教授の指導を受げ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
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